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一　

太
郎
衛
門
の
京
上
時
期
の
誤
認

祐
成
が
代
官
職
請
文
を
提
出
し
た
の
は
寛
正
六
年
七
月
二
十
五
日
で
あ
る

が
、
最
勝
光
院
評
定
引
付
（
以
下
「
引
付
」
と
略
す
）
七
月
十
九
日
条
に
祐
成
の

代
官
補
任
決
定
の
記
事
が
あ
り
、
さ
ら
に
七
月
二
十
日
条
に
は
、「
只
今
、
従

京
都
、
下
ヲ
二
人
、
来
月
四
日
以
前
、
下
着
候
様
、
可
人
下
之
由
申
、
年
明
候

者
、
自
身
可
罷
之
由
申
候
」
と
あ
る
。「
下
」
は
「
下
人
」
の
こ
と
で
、「
二

人
」
は
助
八
と
太
郎
衛
門
で
あ
る
。
祐
成
「
自
身
」
が
新
見
荘
に
下
向
す
る
の

は
翌
年
に
な
る
が
、
助
八
と
太
郎
衛
門
が
七
月
二
十
日
以
降
に
下
向
し
、
八
月

四
日
以
前
に
新
見
荘
に
下
着
し
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、
中
間
の
一
人
助
八
は
、

十
月
十
六
日
に
京
上
し
、
十
月
二
十
五
日
に
京
着
し
た
。
一
方
の
太
郎
衛
門

は
、
以
下
に
示
す
三
職
注
進
状（

５
）が

あ
っ
た
た
め
、
十
月
二
十
二
日
に
京
上
し
た

と
私
は
考
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、「
引
付
」
十
一
月
四
日
条
の
「
新
見
庄
損

亡
事
、
重
而
三
職
致
注
進
、
注
進
状
二
日
到
来
、
高
代
人
夫
事
付
上
了
」
を

も
っ
て
太
郎
衛
門
の
京
着
と
誤
っ
て
し
ま
っ
た
。
以
下
は
、
宛
所
が
山
吹
中
殿

（
祐
成
）
の
そ
の
三
職
注
進
状
で
あ
る
。

な
を

く
太
郎
衛
門
方
、
委
細
ち（

注

進

）

う
し
ん
申
さ
る
へ
く
候
、
今
日

廿
二
日

は
じ
め
に

応
仁
の
乱
前
後
の
東
寺
領
備
中
国
新
見
荘
で
は
、
京
兆
家
の
代
官
請
を
排
除

し
て
直
務
支
配
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
時
期
の
直
務
代
官
祐
清
殺
害
事
件
は
有
名

で
あ
る
。
祐
清
が
新
見
荘
に
下
向
し
た
際
に
は
、
中
間
と
し
て
兵
衛
次
郎
と
彦

四
郎
の
二
人
が
同
行
し
て
い
た
。
そ
の
後
の
直
務
代
官
乗
観
祐
成
は
、
三
度
代

官
に
補
任
さ
れ
る
が
（
三
度
目
は
給
主
）、
直
接
新
見
荘
へ
下
向
す
る
こ
と
は
ま

れ
で
、
中
間
（
下
人
）
を
派
遣
し
て
任
の
代
わ
り
を
さ
せ
て
い
る（

１
）。

祐
成
の
代

官
初
任
は
、
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
か
ら
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
ま
で
の
二

年
半
で
、
そ
の
間
に
実
際
に
下
向
し
た
の
は
二
度
で
都
合
三
か
月
間
ほ
ど
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
在
地
で
の
勧
農
や
徴
税
等
の
荘
経
営
は
、
又
代
官
と
い
う
べ

き
、
中
間（

２
）助

八
と
太
郎
衛
門
に
任
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
二
人
の
活
動
を
詳

細
に
見
る
こ
と
が
こ
の
時
期
の
新
見
荘
を
語
る
上
で
は
重
要
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
私
は
太
郎
衛
門
の
在
荘
の
時
期
を
誤
っ
て
認
識
し
、
そ
の
下
で

太
郎
衛
門
の
活
動
を
論
じ
て
い
た（

３
）。

私
は
、
こ
の
誤
り
を
年
未
詳
文
書
の
年
代

決
定
を
す
る
過
程
で
気
付
い
た（

４
）。

以
下
に
こ
の
年
未
詳
文
書
を
紹
介
し
つ
つ
、

太
郎
衛
門
の
活
動
を
整
理
し
直
す
こ
と
に
す
る
。
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盛
吉
（
花
押
）

　

進
上
山
吹
中
殿	

宮
田

は
ん
者

よ
そ
へ

さ
り
か
た
き
ひ
ま
入
候
て
、
他
行
候
、

今
年
の
損
免
を
要
求
す
る
こ
の
注
進
状
に
は
、
本
文
中
に
「
委
細
之
事
ハ
、

太
郎
衛
門
方
よ
り
、
念
比

ニ
申
上
ら
る
へ
く
候
」
と
あ
り
、
尚
々
書
に
「
な
を

く
太
郎
衛
門
方
、
委
細
ち（

注

進

）

う
し
ん
申
さ
る
へ
く
候
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
注

進
状
を
中
間
の
太
郎
衛
門
が
持
参
し
て
京
上
し
た
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
書
状
は
「
神
代
の
夫
」
に
預
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
上
記

の
引
用
部
分
は
「
近
い
将
来
に
太
郎
衛
門
が
京
上
す
る
時
に
損
免
要
求
の
実
態

を
注
進
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
。

で
は
、
太
郎
衛
門
の
京
上
は
い
つ
だ
っ
た
の
か
。

二　
『
教
王
護
国
寺
文
書
』
一
七
九
四
号
の
年

次
決
定

以
下
に
示
す
『
教
王
護
国
寺
文
書
』
一
七
九
四
号
、
年
未
詳
十
一
月
二
十
二

日
、
備
中
国
新
見
荘
公
事
物
等
送
進
状
（
図
１
）
に
注
目
し
よ
う
。
新
見
荘
の

三
職
（
田
所
金
子
衡
氏
・
惣
追
捕
使
福
本
盛
吉
・
公
文
宮
田
家
高
）
と
太
郎
衛
門
尉

が
差
出
所
で
、
山
吹
中
殿
（
乗
観
祐
成
）
が
宛
所
で
あ
る
。

（
端
裏
書
）

「
新
見
庄
公
事
物
以
下
地
下
ヨ
リ
ノ
送
状
」

む（
午
）ま

時
ニ

、
神
代
の
夫
ハ
立
候
、
今
日
ひ（

未

申

）

つ
し
さ
る
の
時
分
に
な
り
候

て
、
中
お（

奥
）く

よ
り
、
此
よ（

由
）し

申
候
間
、
こ
ゝ
も
と
の
子
細
、
申
上
候
ハ
て

ハ
と
、
存
候
て
、
一
筆
申
上
候
、
こ
れ
も
五
り（

里
）は

か
り
、
人
を
お（

追
）わ

せ
候

て
、
神
代
の
夫

ニ
事
付
申
候
、
御
心
へ（

得
）あ

る
へ
く
候
、
宮
田
方
ハ
さ
り
か

た
き
用
所
候
て
、
よ（

余
所
）そ

へ
ゆ
か
れ
候
間
、
我
ら
両
人
よ
り
申
上
候
、

畏
申
上
候
、

抑
、
当
庄
損
免
之
事
、
わ（

詫
）ひ

事
申
上
候
へ
共
、
無
御
扶
持
候
と
て
、
御
百
性

等
、
か
た
く
わ
ひ
事
仕
候
、
京
都
へ
注
進
を
申
候
て
こ
そ
、
め（

免
）ん

す
へ
く

候
ニ

、
か
や
う
に
申
候
事
、
く（

曲
）せ

事
之
よ
し
申
て
候
へ
ハ
、
御
ち
う
し
ん
候

て
、
田
お
ハ
半
分
・
三
分
二
も
御
ふ（

扶
持
）ち

候
へ
、
又
畠
ハ
か（

皆

損

亡

）

い
そ
ん
ま
う
の
よ

し
申
候
、
い（

如

何

成

敗

）

か
ゝ
せ
い
は
い
可
仕
哉
、
委
細
、
助
八
方

ニ
仰
下
さ
れ
候
へ
く

候
、
御
年
貢
漆
等
に
つ
く
り
候
へ
共
、
中
お
く
よ
り
、
夫
不
出
候
間
、
上
せ

申
さ
す
候
、
か
や
う
に
ハ
申
候
へ
共
、
又
百
性
中
へ
申
候
て
、
夫
お
も
立
申

さ
す
へ
く
候
、
先
ゐ（

田
舎
）中

之
時
宜
、
注
進
申
候
、
委
細
之
事
ハ
、
太
郎
衛
門
方

よ
り
、
念
比

ニ
申
上
ら
る
へ
く
候
、
此
間
ね
ん
こ
ろ

ニ
、
夫
本
へ
申
付
候
、

上
せ
申
へ
き
よ
し
申
候
間
、
夫
の
に

（
荷
）共

、
作
候
て
、
今
日
廿
二
日

ニ
ま（

待
）ち

候

処
に
、
今
日
は（

晩

景

）

ん
け
い

ニ
な
り
候
て
、
夫
立
申
ま
し
き
由
申
候
間
、
与
日
な

く
候
間
、
中
お
く
ゑ
も
申

ニ
不
及
候
、
ゐ
中
之
趣
ハ
、
そ
ん
ま
う
は
か
り
の

わ
ひ
事
に
て
候
、
吉
用

ニ
御
申
候
て
、
地
下
お
も
御
ふ
ち
あ
る
へ
く
候
、
御

心
へ
の
為

ニ
、
き（

急
度
）

つ
と
神
代
の
夫

ニ
一
筆
注
進
申
候
、
夫
を
立
申
さ
す
候
て

こ
そ
、
京
都
の
御
耳
へ
も
入
申
候
て
、
御
免
お
も
給
候
へ
く
候
と
て
、
か
や

う
ニ

申
候
、
更
々
我
ら
無
等
閑
於
不
存
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　

十
月
廿
二
日	

衡
氏
（
花
押
）
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送
進
上
申　

色
々
注
文
之
事

　
　

合

一
、
御
公
用
漆
大
桶

壱
ツ　

　

小
桶

拾

一
、
御
割
符

弐
ツ　

　
　
　
　

代
廿
弐
貫
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夫
ち
ん
共

ニ

　
　
　
　
　
　

以
上

　
　
　
　
　

十
一
月
廿
二
日　
　
　
　

衡
氏
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛
吉
（
花
押
）

進
上　

山
吹
中
殿　
　
　
　
　
　
　
　

家
高
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
（
妹
尾
）

郎
衛
門
尉
（
花
押
）

『
教
王
護
国
寺
文
書
』
の
編
集
者
は
、「
太
郎
衛
門
尉
」
に
対
す
る
注
書
を

（
妹
尾
）
と
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
三
職
の
奥
に
上
使
や
代
官
が
署
判
し
た

地
下
か
ら
東
寺
へ
京
進
さ
れ
た
文
書（

６
）が

あ
る
こ
と
が
念
頭
に
あ
り
、
加
え
て
代

官
妹
尾
重
康
が
「
太
郎
左
衛
門
尉
」
と
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
を
根
拠
に
し
て
、

こ
の
よ
う
な
注
書
が
付
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
実
は
妹
尾
重
康
は

実
務
在
京
代
官
で
一
度
も
新
見
荘
に
下
向
し
た
こ
と
が
な
い（

７
）。

従
っ
て
、「
太

郎
衛
門
尉
」
は
妹
尾
重
康
で
は
な
く
、
代
官
祐
成
の
中
間
太
郎
衛
門
で
あ
る
。

寛
正
六
年
の
「
引
付
」
十
二
月
四
日
条
に
は
「
新
見
庄
ヨ
リ
人
夫
、
二
人
京

着
、
公
事
漆
大
桶
壱
、
又
小
桶
十
、
割
符
二
運
送
」
と
あ
り
、
送
進
状
の
漆
や

割
符
の
数
量
が
合
致
す
る
。
そ
こ
で
、
上
記
の
年
欠
の
送
進
状
は
寛
正
六
年
と

決
定
で
き
る
。
つ
ま
り
、
中
間
太
郎
衛
門
は
京
上
夫
と
と
も
に
十
一
月
二
十
二

図１　教王護国寺文書　1794号　11月22日、新見荘公事物等送進状
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郎
衛
門
は
、
こ
の
「
割
符
懸
銭
」
一
貫
五
〇
〇
文
を
立
て
替
え
て
い
る
の
で
割

符
商
人
と
の
取
引
を
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

東
寺
百
合
文
書
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
「
太
郎
衛
門
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
検
索
す
る

と
、
宮
仕
太
郎
衛
門
と
山
城
国
上
久
世
荘
の
百
姓
太
郎
衛
門
が
ヒ
ッ
ト
す
る
。

し
か
し
、
と
も
に
花
押
は
図
１
の
も
の
で
は
な
く
、
○
を
描
い
た
略
押
で
あ
る

か
ら
、
別
人
で
あ
ろ
う
。「
東
寺
過
去
帳

（
（（
（

」
の
№
一
二
二
「
衛
門
」
の
裏
書
に

「
八
条
酒
屋　

異
名
涯
分
」
と
あ
る
。「
衛
門
」
が
太
郎
衛
門
と
は
限
ら
な
い

が
、
太
郎
衛
門
の
出
自
が
土
倉
や
酒
屋
な
ど
の
金
融
業
者
に
関
係
が
深
い
可
能

性
は
高
い
。

代
官
祐
成
の
時
期
に
、
助
八
・
太
郎
衛
門
・
左
衛
門
五
郎
・
又
五
郎
の
四
人

の
「
中
間
」
が
い
る
が
、
四
人
と
も
在
京
す
る
祐
成
の
代
わ
り
に
新
見
荘
の
勧

農
や
徴
税
を
行
う
。
彼
ら
は
三
職
注
進
状
に
頻
繁
に
現
れ
て
、
三
職
や
百
姓
に

寄
り
添
う
形
で
在
地
の
様
子
を
東
寺
に
伝
達
し
て
い
る（

（（
（

。
東
寺
は
彼
ら
を
「
下

人
」
と
し
て
扱
う
が
、
実
は
有
能
な
「
代
官
代
」
と
し
て
荘
経
営
を
行
っ
て
い

た
。お

わ
り
に

か
つ
て
、
拙
論
で
寛
正
六
年
「
引
付
」
の
記
事
か
ら
わ
か
る
現
存
し
な
い
地

下
文
書
は
、
①
三
月
三
十
日
京
着
・
三
月
二
十
二
日
付
割
符
等
送
進
状
、
同
本

位
田
家
盛
書
状
、
同
三
職
注
進
状
、
②
九
月
一
日
以
前
到
来
の
金
子
衡
氏
書

状
、
③
十
月
四
日
以
前
到
来
の
三
職
注
進
状
、
十
二
月
二
日
京
着
の
割
符
等
送

進
状
と
三
職
注
進
状
、
④
十
二
月
二
十
五
日
京
着
の
割
符
等
送
進
状
と
三
職
注

日
に
新
見
荘
を
出
立
し
、
漆
と
割
符
を
持
参
し
て
十
二
月
二
日
に
上
洛
し
た
の

で
あ
る
。

三　

太
郎
衛
門
は
何
者
か

祐
成
の
中
間
太
郎
衛
門
が
十
月
二
十
二
日
か
ら
一
か
月
の
間
に
割
符
を
二
つ

用
意
し
た
こ
と
も
新
た
に
わ
か
っ
た
。
送
進
状
に
は
、「
御
割
符　

弐
ツ　

代

廿
弐
貫
文　

夫
ち
ん
共

ニ
」
と
あ
る
の
で
、
割
符
一
つ
は
一
〇
貫
文
で
、
夫
賃

（
運
賃
）
は
一
つ
に
付
き
一
貫
文
（
一
割
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
夫
賃
は
、
割
符
屋

が
年
貢
銭
で
購
入
し
た
商
品
を
畿
内
へ
運
ぶ
た
め
の
費
用
で
あ
る
。
即
ち
、
太

郎
衛
門
と
京
上
夫
は
「
紙
片
の
割
符
」
を
東
寺
へ
運
び
、
割
符
屋
商
人
は
「
上

り
荷
の
割
符
」
を
畿
内
へ
運
ん
だ（

８
）。「

引
付
」
に
は
「
紙
片
の
割
符
」
が
十
二

月
二
日
に
「
代
官
代
」
で
あ
る
太
郎
衛
門
と
「
人
夫
」
に
よ
り
東
寺
へ
届
け
ら

れ
た
以
後
の
こ
と
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
寛
正
六
年
分
の
新
見
荘
算
用
状（

９
）

に
記
さ
れ
た
京
進
七
十
五
貫
文
の
う
ち
の
二
十
貫
文
で
あ
る
か
ら
、
無
事
に
現

銭
化
さ
れ
た
。

同
じ
算
用
状
に
「
一　

夏
麦
之
事
」
と
あ
り
、
除
分
に
「
三
石　

割
符
懸
銭

太
郎
衛
門
引
違

渡
之　
　
　
　

」
と
あ
る
。
こ
の
記
事
で
い
く
つ
か
の
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
、
太
郎

衛
門
が
扱
っ
た
割
符
が
夏
麦
の
年
貢
代
と
し
て
算
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
さ
ら
に
、「
割
符
懸
銭
」
は
、
こ
れ
以
外
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
用
語
で

あ
る
が
、
和
市
は
「
石
別
五
百
文
」
で
あ
る
か
ら
三
石
は
一
貫
五
〇
〇
文
と
な

り
、
割
符
二
〇
貫
文
に
対
し
て
七
・
五
％
に
相
当
す
る
の
で
、
送
進
状
に
見
え

る
「
夫
賃
」
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
、
割
符
に
対
す
る
保
険
金
で
あ
ろ
う
。
太



─ 73 ─

	

な
お
、「
百
合
」
は
「
東
寺
百
合
文
書
」
の
略
、『
岡
』
は
『
岡
山
県
史
家
わ
け

文
書
』
の
略
で
あ
る
。

（
２
）
在
地
で
は
「
助
八
方
」・「
太
郎
衛
門
方
」
と
「
方
」
と
い
う
尊
称
で
呼
ば
れ
て

い
る
。
ま
た
、
助
八
は
「
御
中
間
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
（「
百
合
」
ゆ
六
八
・

『
岡
』
一
一
四
一
、（
寛
正
六
年
）
十
月
二
十
二
日
、
三
職
連
署
注
進
状
）。
一

方
、
東
寺
で
は
「
乗
願
下
人
」
で
あ
る
（「
百
合
」
け
一
八
・『
岡
』
一
一
六

〇
、
寛
正
六
年
最
勝
光
院
方
評
定
引
付
、
十
月
二
十
五
日
条
）。

（
３
）『
中
世
東
寺
領
荘
園
の
支
配
と
在
地
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
第
二
部
第

四
章
東
寺
領
備
中
国
新
見
荘
関
連
文
書
の
紹
介
─
寛
正
七
年
三
月
十
一
日
付
の

三
通
の
文
書
─
。「
百
姓
等
申
状
・
三
職
等
注
進
状
の
収
集
と
分
析
」（
海
老
澤

衷
・
高
橋
敏
子
編
『
中
世
荘
園
の
環
境
・
構
造
と
地
域
社
会
─
備
中
国
新
見
荘

を
ひ
ら
く
─
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
）。

（
４
）
早
稲
田
大
学
大
学
院
中
世
史
ゼ
ミ
「
早
稲
田
大
学
海
老
澤
衷
研
究
室　

新
見
荘

関
連
史
料
編
年
目
録　

二
〇
一
六
年
九
月
更
新
版
」
に
は
正
し
く
反
映
さ
れ
て

い
る
。

（
５
）「
百
合
」
ゆ
六
八
・『
岡
』
一
一
四
一
、（
寛
正
六
年
）
十
月
二
十
二
日
、
三
職

注
進
状
。

（
６
）
例
え
ば
、「
百
合
」
サ
一
四
七
・『
岡
』
四
〇
一
、
寛
正
五
年
九
月
二
十
一
日
、

上
使
本
位
田
家
盛
并
三
職
連
署
注
進
状
や
「
百
合
」
サ
二
七
八
・『
岡
』
五
二

五
、
文
正
元
年
閏
二
月
二
十
二
日
、
代
官
祐
成
并
三
職
連
署
注
進
状
な
ど
。

（
７
）
拙
著
『
室
町
・
戦
国
期
備
中
国
新
見
荘
の
研
究
』（
日
本
史
史
料
研
究
会
、
二

〇
一
二
年
）
所
収
第
六
章
明
応
の
政
変
前
夜
の
政
治
動
向
と
新
見
荘
─
「
代
官

妹
尾
重
康
」
期
に
つ
い
て
─
。
拙
稿
「
明
応
の
政
変
前
後
の
新
見
荘
在
京
実
務

代
官
妹
尾
重
康
の
役
割
」（『
岡
山
朝
日
研
究
紀
要
』
三
七
、
二
〇
一
六
年
）。

後
者
で
は
妹
尾
重
康
の
四
六
の
花
押
を
比
較
検
討
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
図
１

進
状
の
計
九
通
で
あ
る
と（

（（
（

、
寛
正
六
年
の
新
見
荘
情
報
の
詳
細
性
を
強
調
し

た
。
③
の
二
つ
目
の
「
十
二
月
二
日
京
着
の
割
符
等
送
進
状
」
が
見
つ
か
っ

て
、
本
稿
で
太
郎
衛
門
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

注（
１
）
祐
成
の
代
官
期
間
Ⅰ
は
、
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
七
月
二
十
五
日
か
ら
応
仁

二
年
（
一
四
六
八
）
一
月
十
一
日
ま
で
。
こ
の
期
間
中
の
祐
成
の
動
向
は
、
①

寛
正
七
年
二
月
九
日
以
後
下
向
、
三
月
十
九
日
上
洛
、
②
応
仁
元
年
三
月
二
十

三
日
下
向
、
五
月
二
十
九
日
上
洛
。
①
の
時
期
に
下
向
し
た
下
人
は
助
八
と
太

郎
衛
門
。
助
八
は
、
寛
正
六
年
七
月
二
十
日
以
後
に
下
向
、
同
年
十
月
十
六
日

京
上
・
十
月
二
十
五
日
上
洛
。
さ
ら
に
、
十
月
二
十
五
日
以
後
に
下
向
、
寛
正

七
年
一
月
二
十
二
日
に
は
在
荘
（「
百
合
」
サ
二
六
九
・『
岡
』
五
一
八
、
金
子

衡
氏
書
状
）。
太
郎
衛
門
は
、
寛
正
六
年
七
月
二
十
日
以
後
に
下
向
、
同
年
十

一
月
二
十
二
日
京
上
・
十
一
月
二
日
上
洛
（
こ
れ
を
本
稿
で
紹
介
）。
②
の
時

期
に
下
向
し
た
下
人
は
左
衛
門
五
郎
。
左
衛
門
五
郎
は
、
応
仁
元
年
十
月
七
日

下
向
、
応
仁
元
年
十
一
月
二
十
二
日
上
洛
。

	

祐
成
の
代
官
期
間
Ⅱ
は
、
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
十
月
十
六
日
か
ら
で
、
文

明
三
年
（
一
四
七
一
）
以
後
の
解
任
時
期
は
不
明
。
こ
の
期
間
中
の
祐
成
の
下

向
は
な
し
。
Ⅱ
の
時
期
に
下
向
し
た
下
人
は
左
衛
門
五
郎
と
又
五
郎
。
左
衛
門

五
郎
は
応
仁
二
年
十
一
月
十
二
日
以
前
下
着
、
応
仁
二
年
十
一
月
十
二
日
京

上
・
応
仁
二
年
十
一
月
二
十
一
日
上
洛
。
又
五
郎
は
、
応
仁
二
年
閏
十
月
二
日

下
着
、
応
仁
三
年
二
月
十
六
日
京
上
・
応
仁
三
年
三
月
四
日
上
洛
。

	

祐
成
の
代
官
期
間
Ⅲ
（
給
主
）
は
、
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
六
月
一
日
か

ら
延
徳
元
年
（
一
四
八
九
）
四
月
一
日
以
前
。
下
向
は
一
切
な
く
、
国
人
多
治

部
氏
と
連
携
し
て
い
る
。
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の
花
押
と
ま
っ
た
く
異
な
る
。

（
８
）
拙
稿
「
新
見
荘
の
割
符
」（『
日
本
歴
史
』
八
三
四
、
二
〇
一
七
年
）。

（
９
）
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
田
中
本
古
文
書
、
寛
正
七
年
三
月
十
一
日
、
新
見

荘
寛
正
六
年
分
年
貢
算
用
状
。
拙
著
『
中
世
東
寺
領
荘
園
の
支
配
と
在
地
』

（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
に
全
文
翻
刻
。

（
10
）
馬
田
綾
子
校
訂
「
東
寺
過
去
帳
」（『
東
寺
に
お
け
る
寺
院
統
括
組
織
に
関
す
る

史
料
の
収
集
と
そ
の
総
合
的
研
究
』
科
研
報
告
書
（
研
究
者
代
表
高
橋
敏

子
）、
二
〇
〇
五
年
）。

（
11
）
例
え
ば
、
太
郎
衛
門
を
頼
み
と
す
る
百
姓
申
状
に
、「
百
合
」
え
一
二
一
・

『
岡
』
九
六
五
、（
寛
正
六
年
）
九
月
三
日
、
中
奥
百
姓
申
状
が
あ
る
。

（
12
）
前
掲
拙
稿
「
百
姓
等
申
状
・
三
職
等
注
進
状
の
収
集
と
分
析
」。

（�

付
記
１
）『
教
王
護
国
寺
文
書
』
の
写
真
掲
載
に
つ
い
て
は
京
都
大
学
博
物
館
の
承

諾
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
付
記
２
）
史
料
検
索
に
は
、
東
寺
百
合
文
書
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
活
用
し
ま
し
た
。
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